


■市の歴史文化の特徴に沿った戦略的、重点的な調査の実施 

■市域の文化財の把握、状況を明らかにする計画的・継続的な

調査の実施 

■市所有資料の有効活用に向けた必要な調査・整理の継続的な

実施 

■文化財調査に関する関係団体、機関との連携、市民団体の活

動支援 

■収集した調査情報の管理・データベース化 

■調査成果の公表、インターネットを利用した効果的な公開 

■事業者の負担軽減に向けた発掘調査の効率化の検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《 基本的な考え方 》 《 方 針 》 

〈人材育成〉 

文化財を継承する人の

つながり 

〈文化財の活用〉 

〈文化財の調査〉 

所有者を支える連携に

よる文化財の保存 

〈文化財の保存〉 

文化財調査の計画的、継

続的実施と価値の共有

化 

■文化財の調査・保存・活用に携わる人材・団体の育成、増員、

活動の支援 

■無形民俗文化財等の後継者育成を目指す保存団体等の活動支

援 

■文化財後継者の育成のための公開・活用事業、文化財所有者

の管理ノウハウの継承 

■文化財保護条例に基づく指定・登録制度の積極的運用 

■国・県・市指定文化財の計画的な保存修理 

■所有者との連携による文化財の適切な維持管理と保存活用計

画の作成 

■文化財の防災、防犯対策の検討 

■市所有文化財の保管施設の確保、適切な保管環境の整備 

■所有者不明・未指定文化財に対する適切な保存策の検討 

■幅広い年齢層へ向けて、地域の文化財への理解を深める公開、

体験的事業等の積極的な活用の推進 

■常設展示施設や文化財活用の拠点施設の確保の検討 

■文化財の見学に際する環境整備の推進 

■学校との連携による文化財の教育活用の充実 

■様々な媒体を通じた文化財情報の発信、公開等による普及啓

発の推進 

■関係機関等との相互連携による文化財の活用範囲の拡大、活

動の支援 

■効果的な情報発信によるシティプロモーション 

■地域活性化へつなげる観光事業としての文化財活用の推進 

■文化財の保存に配慮した活用方法の検討、選択 

文化財の活用による価

値の共有、地域活性化と

まちづくりへ 

《
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　また、歴史、歴史文化は、必ずしも現在の行政単位に納まるわけではないので、県や

県内の市町村、博物館や資料館等の関係機関とも連携を図り、更にテーマによっては、

より広域な協力体制のもと、効果的な活用の取組を目指します。

　豊かな自然や歴史文化といった伊勢原の魅力に関する情

報を国内外へ積極的に発信することで、市の知名度や好感

度を上げ、地域の活性化に向けた「シティプロモーション」

を進めます。




